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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
、
め
ざ
ま
し
い
成
績
や

貢
献
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
式
典
が
、
２
月
12
日

㈰
パ
ル
ナ
ス
で
行
わ
れ
、
２
団
体
35
個
人
が
晴
れ
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
馬
場
教
育
委
員
長
職

務
代
理
が
「
誠
に
喜
ば
し
い
成
績
。
受
賞
を
機
に
、

今
以
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

町
長
も
「
地
震
の
影
響
で
活
気
が
失
わ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
た
」
と
選

手
の
が
ん
ば
り
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

☆ 

受
賞
者（
カ
ッ
コ
内
は
部
門
、
所
属
・

学
校
・
学
年
。
敬
称
略
）

■
文
化
賞

【
少
年
文
化
奨
励
賞
】

久
保
田
希
空（
書
道
・
小
泊
小
1
年
）

山
田
華
蓮（
書
写
・
小
泊
小
1
年
）

長
利
凌
也（
書
道
・
武
田
小
6
年
）

升
田　
蓮（
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
・
小
泊
中
2
年
）

奈
良
泰
志（
自
然
科
学
研
究
・五
所
高
3
年
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
団
体
賞
】

中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

 （
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）木
村
真
琳
・
中
村

唯
・
珍
田
未
来
・
岩
田
菜
月
・
福
士

碧
・
岩
田
優
花
・
野
上
莉
来
奈

武
田
ク
ラ
ブ（
野
球
）

　

 

新
谷
和
真
・
葛
西
大
悟
・
加
藤
北
斗
・

新
岡
晃
成
・
新
岡
勇
気
・
菅
原
慎
太

郎
・
長
利
凌
也
・
佐
藤
駿
・
石
沢
朋

也
・
宮
越
銀
之
丞
・
新
岡
凱
喜
・
米

塚
卯
野
・
竹
内
花
子

【
努
力
賞
】

宮
越
晃
一（
陸
上
・
中
里
小
6
年
）

奈
良　
響（
陸
上
・
薄
市
小
6
年
）

長
谷
川
正
樹（
陸
上
・
小
泊
小
6
年
）

下
山
誉
人（
陸
上
・
薄
市
小
6
年
）

小
山
内
元
気（
水
泳
・
武
田
小
4
年
）

小
山
内
敦
士（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
薄
市
小
6
年
）

木
村
真
琳（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
中
里
小
5
年
）

中
村　
唯（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
中
里
小
5
年
）

工
藤
芽
依（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
武
田
小
3
年
）

外
崎
辰
弥（
卓
球
・
小
泊
小
6
年
）

村
上
莉
羽（
卓
球
・
中
里
小
6
年
）

成
田
花
道（
相
撲
・
薄
市
小
4
年
）

葛
西
大
悟（
柔
道
・
武
田
小
3
年
）

野
上
莉
来 

奈（
柔
道
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

薄
市
小
3
年
）

【
奨
励
賞
】

加
藤
登
夢（
陸
上
・
中
里
中
2
年
）

鈴
木
優
圭（
陸
上
・
金
木
高
市
浦
分
校
3
年
）

外
崎
直
人（
陸
上
・
木
造
高
2
年
）

長
利
賢
一（
陸
上
・
木
造
高
2
年
）

岡　
拓
司（
陸
上
・
木
造
高
2
年
）

小
野
瑞
季（
陸
上
・
木
造
高
3
年
）

駒
目　
瞳（
陸
上
・
弘
前
大
2
年
）

田
中
礼
一（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

川
浪
貴
久（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

白
塚
勇
人（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

川
浪
晋
司（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

小
山
内
亜
美（
水
泳
・
中
里
中
2
年
）

田
中
大
夢（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
中
里
中
1
年
）

高
杉
大
成（
卓
球
・
中
里
中
3
年
）

野
上
凜
音（
柔
道
・
中
里
中
1
年
）

宮
越
千
郊（
少
林
寺
拳
法
・五
一
高
2
年
）

明るい話題運んだ団体・個人表彰
パルナスで「町文化賞・スポーツ賞授与式」
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体
験
を
し
た
あ
と
、
町
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

町
で
行
わ
れ
た
の
は
、
塩
辛
づ
く

り
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
奥
津

軽
の
ば
げ
ま
ん
ま
、
冬
の
ア
ス
パ
ラ

収
穫
な
ど
で
、
料
理
や
体
験
で
は
、

小
泊
漁
協
婦
人
部
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
会
「
か
け
は
し
」
が
、

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
20

日
㈪
に
行
わ
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
「
後
輩
た
ち
に

奥
津
軽
を
伝
え
る

た
め
の
P
R
チ
ラ

シ
」
づ
く
り
で
、

ど
う
い
っ
た
要
素

を
チ
ラ
シ
に
書
き
、

後
輩
へ
魅
力
を
伝

え
る
か
議
論
が
白

熱
。
こ
の
日
の
う

ち
に
で
き
あ
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

交
流
会
で
学
生
た

ち
の
成
果
が
発
表

さ
れ
、
周
り
の
地

元
ス
タ
ッ
フ
た
ち

が
、
苦
心
の
作
の

披
露
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
学
生
た
ち
を
率
い
た
同
大

の
西
城
戸
准
教
授
は
「
奥
津
軽
を
点

と
線
で
結
び
、
交
流
す
る
こ
と
で
着

地
型
観
光
を
考
え
よ
う
と
い
う
の
が
、

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
の
目
的
。

今
年
は
津
軽
塗
・
金
山
焼
双
方
の
作

り
手
の
話
を
聞
け
、
古
い
も
の
を
再

創
造
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

と
い
っ
た
、
伝
統
的
な
産
業
・
工
芸

と
地
域
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
学
べ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
チ
ラ
シ
づ

く
り
を
行
っ
た
が
、
地
元
の
体
験
を

通
し
て
、
学
生
が
思
う
と
こ
ろ
で
１

つ
何
か
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
、
地
元
に
向
け
て
「
奥
津
軽
は
何

も
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
日
常
の

交
流
を
重
ね
て
い
き
、
い
わ
ば
〝
津

軽
力
〞
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
津
軽
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

　

奥
津
軽
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
若
い
学
生
た
ち
が

地
元
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
、

住
民
と
お
互
い
に
共
有
す
る
学
習
「
奥
津
軽
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
」
が
今
年
も
行
わ
れ
、
全
４
日
間
の
日
程

の
う
ち
、
２
月
20
㈪
〜
21
日
㈫
の
2
日
間
を
町
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
の
学
生
８
人
と

教
授
１
人
。
先
に
五
所
川
原
市
や
つ
が
る
市
で
講
義
、

地元と交流し奥津軽観光を考える
法政大学学生がフィールドスタディ

【塩辛づくり体験（小泊）】

【PRチラシの発表（中里）】


